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植物防疫基礎講座

農業害虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ アル (36)

天敵生物 : ヒ メ ハナカ メ ム シ類
おお

愛知県農業総合試験場 大 野 徹

は じ め に

ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 は 半麹 目 ハ ナ カ メ ム シ科 ヒ メ ハ ナ
カ メ ム シ 属 ( Orius) の総称 で難防除害虫 を 含 む ア ザ ミ
ウ マ 類の 天敵 と し て 知 ら れ， 世界 か ら は 60 種余 り ， 日
本か ら は 8 種記録 さ れて い る (YASUNAGA， 1977 ; 2000) 。
既 に ヨ ー ロ ッ パで は 実用 化 さ れ， 我が 国 で も こ こ 10 年

来急速 に研究が進展 し ， ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ が農薬登
録 さ れ る ま で に な っ た 。 し か し ， 実際の圃場 レベルで他
害虫 に対 し て 使用 で き る 天敵が少 な い現状で は本天敵 を
活用 す る た め に は ア プ ラ ム シ類， ハ ダニ類等 の 防除 に 用
い る 化学薬剤 と の併用 が不可欠 と な る 。 そ の た め 化学薬
剤が本天敵 に与 え る 影響 を 知 る こ と は生物防除 を成功 さ
せ る た め に 是非 と も 必要 な事項 であ る 。 本稿で は筆者が

実施 し て い る ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類に対す る 薬剤検定方法

を 中心 に 紹介す る 。
本文 に 先立 ち ， 文献の供与 を い た だ い た 農林水産省農

業研究 セ ン タ 一 平井一男虫害研究室長 (現 : 農業生物
資源研究所) に お礼 申 し 上 げ る 。

I 供 試 天 敵

1 入手方法

関東以西の本土 で は ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， コ ヒ メ ハ
ナ カ メ ム シ ， タ イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， ツ ヤ ヒ メ ハ ナ

カ メ ム シ の 4 種が生息 し て い る が， こ の う ち ナ ミ ヒ メ ハ

ナ カ メ ム シ に 関 し て は 既 に 農薬登録が取得 さ れ た の で
(株) ト ー メ ン (商 品 名 : ス リ ポ ー ル) ， 住 友 化 学 工 業
(株) (商品名 : オ リ ス タ ー ) に お 問 い合わせ願 い た い。
ま た ， 他種類 に つ い て は飼育 し て い る 公立の試験研究機
関か ら 分譲 し て も ら う こ と も 可能で， 筆者 は現在 タ イ リ
ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ， ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， コ ヒ メ ハ
ナ カ メ ム シ の各 l 系統 を 飼育 し て い る 。 野外か ら は 5 月
か ら 7 月 に か け て は 開花 中 の シ ロ ツ メ ク サ を ス イ ー ピ ン
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グすれば得 ら れ る 。 そ の他盛夏 を 除 い た 初夏 か ら 秋 に か
け て は殺虫剤 に 曝露 し て い な い各種花 き 類， 露地ナ ス 圃
場で も 得 ら れ る 。 ま た ， 関東以西 で は 10 月 中 句 以 降 セ
イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ の花 か ら 高 い確率で タ イ リ ク ヒ メ ハ
ナ カ メ ム シ が得 ら れ る 。 野外か ら 採集 し て き た 個体群 は
複数の種類が混 ざ っ て い る こ と が多 い の で， い っ た ん集
団飼育 し て 交尾 さ せ て か ら ， 雌だ け{個体飼育 し て産卵用
の植物 を 与 え て 採卵す る 。 う ま く い け ば 1 頭の雌か ら 数
十�100 卵 前 後 得 ら れ る 。 同 定 は YASUNAGA ( 1997) に

準 じ て 行 う が雌での 同定 は 困難 を伴 う の で F 1 の雄 の 交
尾器 を検鏡す る 方法が確実 で あ る 。 雄での 同定方法 は コ
ン タ ミ の チ ェ ッ ク に も 必要 な の で是非習得 し た い。

2 飼育方法

飼育方法 は 永井 ( 1997) に 準 じ て 行 う が， 筆者 は 凍結
保存 し た ス ジ コ ナ マ ダ ラ メ イ ガ卵 を 解凍 し幼虫や 成 虫 の
飼育 に使用 し て い る 。 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 の卵 を得 る た

め に 産卵植物が必要 と な る が， マ メ 科の芽出 し ゃ べ ゴ ニ
ア 葉 な ど に よ く 産卵 す る 。 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 類 は 25T
長 日 条件下で は卵期聞が約 4 日 ， 幼虫期間 が 11�14 日 ，
産卵前期間 2�3 日 と 比較的短期 間 で あ る た め 増殖が容
易であ る 。

E 検 定 方 法

1 IOBC ( 国 際有害動植物生物 的 防 除機関) の検定

方法

VElRE ( 1992) の 方法 は 以 下 の 通 り で， 試験器 具 は ゴ

ー ス を 張 っ た 換気用 の 小穴が数個 と 試験虫の投入 口 がつ
い た 直径 9 cm 厚 さ 3 . 5 cm の 円 筒枠 の 両側 に 同 じ 径 の
ガ ラ ス 板 を 粘着 テ ー プで張 り 付 げ た も の を 用 い て い る
(以下， 検定装置) 。 薬剤 は ス プ レ ー チ ャ ン パ ー を使 い検
定装置 に 取 り 付 け る ガ ラ ス 板の 片 面 に 所定量 を あ ら か じ
め噴霧す る 。 風乾後， ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ( こ こ で は ヨ ー
ロ ツ パ 土 着 種 の Orius n忽er) は 雌雄 10 頭 ず つ (幼虫
対象の場合 は 4 齢幼虫 20 頭) 餌 と し て 紙 片 に 産卵 さ せ
た ヨ ト ウ ガ卵 と と も に 検定装置 に 入 れ る 。 こ れ を 昼 間
240C夜間 200C湿度 75%， 16 時間 日 長 に 設定 し た 人工気
象器 に 水平 に し て い れ 4 日 間保持す る 。 4 日 後 に 生存数
を 数 え る 。 さ ら に ガ ラ ス 面 に 薬剤 を 処理 し て い な い別 の
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図 ー 1 IOßC に お け る ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 類薬 剤l検定装iE

(VEIHE， 1992 よ り 改写)

l ガ ラ ス ， 2 虫投入 口 ， 3 換 気 口 ， 4 ・ ピ ー 7 ン

若首， 5 : 根， 6 : 水 .

検定装置 に 4， 5 葉期 の ピ ー マ ン ( こ こ ではス パ ニ ッ シ
ュ ペパー) 若苗 と と も に生存虫 を 3 日 間 (幼虫対象では
5�6 日 間) 入 れ， そ の 2， 3 日 後 (幼虫 対 象 で は 6�7
日 後) に 産卵数 と ふ化率 を調査す る 。 ピ ー マ ン若苗の根
は外に 出 し て 7]<. を満た し た 容器 に 保持 す る (図ー 1 ) 。 同
様の 検定装置 を 用 い て あ ら か じ め 薬剤をl間援 し た ピーマ
ン若苗を使つ て の影響試験や散布後 5， 15， 30 日 経過 さ
せた ピ ー マ ン若苗を使っ た影響持続性試験方法 も 示 さ れ
て い る 。

2 成虫 虫体浸漬法
ヒ メ ハ ナ カメ ム シ類は比較的体躯が頑丈で、短時間水に

浸か つ て も 行動に悪影響 を及ぼさ な い た め， 筆者は室内
での 薬剤感受性を虫体直 接浸漬法で検定し て い る 。 検定
用器材 と し て ， 安価な ガラ ス製のパ ス ツ ー ル ピペ ッ トを
加工 し て 用 い る 。 ピ ペ ッ トの細 口側 を 安全ガラ ス 管 切 り
器 な ど で切断 し て 円筒状に し (内 径 6 mm， 長 さ 約 90
mm) ， 他 方 の 端 を 0 . 06 mm 自 の ナ イ ロ ン ゴ ー ス で覆
い， 中 に ス ジ コ ナ マ ダラ メ イ ガ卵 を 張 り 付 け た約 5 mm
幅の修正テ ー プを入れる。 こ れに， 小型吸引 ポ ン プを用
い て ヒ メ ハナ カメ ム シを雌雄別 に 10�15 顕 ず つ入れ脱
脂綿でふた を す る (図-2) 。 ゴ ー ス 側 を 下 に し供試虫 を
集 め た 後， 展 着剤ト リ ト ン X 100 を 0 . 02 % 添加 し た 蒸
留水で所定泌度 に希釈 し た 各 薬剤に ピ ペ ッ トご と 2 cm
ほど 1 0 秒間浸潰す る 。 ゴ ー ス に つい た 余分な 薬液 を テ
ィ ッ シュ ペーパーでふ き 取り ， 反対側の脱脂綿 を蒸留水
で湿 ら せ TS フ ィ ル ム (パ ラ フ ィ ノレム で も よ い) の小片
で封 じ た後， ゴ ー ス 側 を上 に し て 250C， 16 時間|三| 長 の
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図 - 2 パ ス ツ ー Jレ ピ ペ ッ ト を利用 し た ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ

類�剤検定協具

1 : 切断 し た パ ス ツ ー ノレ ピ ペ ッ ト ， 2 : ゴー ス ， 3 :  J脱
脂綿， 4 ・ ス ジ コ ナ マ ダ ラ メ イ ガ卵， 5 タ イ リ ク ヒ

メ ハ ナ カ メ ム シ.

表 ー 1 虫体浸泌法 に よ る タ イ リ ク ヒ メ ノ 、 ナ カ メ ム シ成虫 に 対 世

る 各極連防リの検定結果

供試薬剤名 希釈倍数 有効成分量 布Iì正死虫率 (%)

(倍 (ppm) hlÊ 雌

プ ロ チ オ ホ ス 乳fíiJ 1 ， 000 

3 ， 000 マ ラ ソ ン乳高IJ

エ チ オ フ ェ ン カ ノレ プ乳剤 1 ， 000 

ア ラ ニ カ ノレ プ水府l剤 1 ， 000 

ア タ リ ナ ト リ ン 水平Il剤 1 ， 000 

シ ペ ノレ メ ト リ ン 乳剤 2 ， 000 

ア ゼ タ ミ プ リ ド 水浴剤 4 ， 000 

ク ロ ノレ フ ェ ナ ピ Jレ水平Il1íU 2 . 000 

ス ピ ノ サ ド l!!i1粒水車JfíiJ 5 ， 000 

ßT ( セ レ ク ト ジ ン ) 水手1 1河) 1 ， 000 

7 /レ ア ェ ノ ク ス ロ ン乳首 4 ， 000

ノレ ブ ェ ヌ ロ ン手LfíiJ 2 ， 000 

ピ メ ト ロ ジ ン水，fll剤 3 ， 000 

エ 7 メ ク チ ン'$(，11.呑駿坂乳fíiJ 2 ， 000 

ジ ノ テ フ ラ ン*i1市首 1 ， 500

ト ノレ ブ エ ノ ピ ラ ド 乳斉 2 ， 000

チ ア メ ト キ ガ ム粉粒水利斉 3 ， 000

イ ン ド キ サ カ ノレ プ水平1 1 宵 2 ， 000

7 ロ マ プ ェ ノ ジ ド 水利i'íiJ 2 ， 000 

ク ロ チ ア ニ ジ ン 水浴剤 4 ， 000

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン乳首 2 ， 000

ピ リ ダベ ン水利i'íiJ 1 ， 500 

テ プ プ ェ ン ピ ラ ド 乳青 2 ， 000

酸化フ ェ ン プタ ス ズ水車J J甲 1 ， 500

7 ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト 水車IfíiJ 1 ， 000 

ヘキ シ チ ア ゾ ク ス 水利宵 3 ， 000

ア セ ノ キ シ ノレ水-1'1 1 剤 1 ， 500 

キ ノ キ サ リ ン系水 別 l斉 4 ， 000

炭酸水紫ナ ト リ ウ ム 水溶剤 1 ， 000 

ト リ プ ノレ ミ ゾー ノレ水平[げíl) 4 ， 000 

プ ロ シ ミ ド ン 水平lげíl) 2 ， 000 

水利硫封印 1 ， 000
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(2000 年)

恒温槽 に 保持 し ， 浸潰 24 時間後 に 生死 を 調査 す る 。 な
お， BT 剤等遅効性 の 薬 剤 に つ い て は 72 時間後 ま で調
査す る 。 苦悶虫 は死虫 と み な す 。 試験 は各薬剤， 各濃度
と も 3 反復で行 う 。 対照 と し て 展着剤 の み に 浸潰 し た 区

第 7 号

も 設 け る 。 希釈倍率 は 通 常実 際 に 使用 さ れ る 濃度 で行
い， Abbot の 式 (菅原， 1959) に よ り 補正 死 虫 率 を 求
め る 。 本方法 に よ り 実施 し た タ イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ
の試験結果 を 表ー 1 に 示 す。 殺虫剤 は 死虫 率 が 高 く 影響
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図 - 3
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表 - 2 イ チ ゴ圃場 に お け る タ イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ の各種薬剤の影響

薬剤名 ・ 希釈倍数 齢期 ・ ス テ ー ジ 散布前 散布 7 日 後 補正 散布 14 日 後 補正 散布 21 日 後 補正
10 花 当 た り 10 花 当 た り 密度指数 10 花 当 た り 密度指数 10 花 当 た り 密度指数

エ マ メ ク チ ン安息香酸 1 ， 2 齢幼虫 0 . 13 0 . 57 0 . 25 0 . 96 

塩乳1\11 2 ， 000 倍 3 ， 4 ， 5 齢幼虫 2 . 28 0 . 00 1 .  73 1 .  73 

成虫 3 . 29 1 . 29 。 目 62 1 . 15 

合計 5 . 70 l . 86 (64 . 1 ) 2 . 59 (79 . 5) 3 . 85 058 . 0) 

ス ピ ノ サ ド 頼粒水和剤 1 ， 2 齢幼虫 0 . 29 l . 04 0 . 14 0 . 68 
5 ， 000 倍 3 ， 4 ， 5 齢幼虫 2 . 61 0 . 13 0 . 97 1 . 53 

成虫 3 . 48 1 . 17 l . 1 1 。 . 85

合計 6 . 38 2 . 34 (72 . 1) 2 . 22 (60 . 9) 3 . 05 012 . 0) 
ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 岨 ー ー ー ー ー ・ ・ ー ー ー ー - - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー 齢 世 』 ー ー ・ ・ ・ ・ ・ 喧 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - - - 抽 岨 - - - 胃 ー ー ー ー ー ー ー 『 岨 ー ー - - ・ ・ ・ ー ー ー ー 骨 骨

ノレ フ ェ ヌ ロ ン乳剤 1 ， 2 齢幼虫 0 . 12 0 . 71 
2 ， 000 倍 3 ， 4 ， 5 齢幼虫 2 . 35 0 . 00 

成虫 3 . 21 0 . 83 

合計 5 . 68 l . 55 

無散布 1 ， 2 齢幼虫 0 . 14 。 目 31

3 ， 4 ， 5 齢幼虫 3 . 1 1 0 . 94 

成虫 3 . 1 1 1 目 98

合計 6 . 35 3 . 23 

が大 き い も の が多 い が， BT 剤， IGR 剤， ク ロ ル フ ェ ナ
ピ ル剤 な ど は死虫率が低 く ， 成虫 に は影響が少 な い と 思
われた。 ま た ， 殺ダニ専用剤や殺菌剤 は影響が少な い も
の が多 か っ た 。 な お ， 供試虫が十分得 ら れ る 場合 は ， 数
段階の濃度 で試験す れ ば LC50 値が得 ら れ る 。 こ の よ う
な方法で検定 し た 結果 を 図-3 に 示 す。 な お， ナ ミ ヒ メ
ハ ナ カ メ ム シ ， コ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ な ど に つ い て も 各薬
剤 と も ほ ぽ同様の検定結果が得 ら れ， 種 に よ る 感受性の
大 き な違い は今の と こ ろ 認 め ら れて い な い (大野， 未発

表) 。
3 卵， "，)、化幼 虫 お よ び幼 虫 の検定方法

マ メ 科の芽出 し な ど を 用 い て雌成虫 に 産卵 さ せ， 植物

体 ご と 検定薬剤 に 10 秒間浸潰 し 風乾後， 乾燥防止 の た
め 水 を 含 ま せ た 脱脂 綿 と と も に ガ ラ ス 管瓶 に 入 れ 0 . 06
mm 目 の ゴ ー ス でふ た を し ， 25"(， 16 時 間 日 長 の 恒温
槽 に 保持 す る 。 4�5 日 後 に ふ化幼虫 数 を 調 べ， 補正ふ
化数 を求 め る 。 ふ化 に対 し て の影響が比較的少 な い薬剤
も あ る の で， 必要 に 応 じ て ス ジ コ ナ マ ダ ラ メ イ ガ卵 を与

え， そ の 2 日 後 に 2 齢幼虫 数 を 調 査 す る 。 供試卵 数 は
100 卵 を 目 安 と す る 。

IGR 剤 は成虫 に は直接の殺虫作用 を 示 さ な い た め ， 3 
齢な い し 5 齢幼虫 を 用 い， 成虫浸漬法 に 準 じ て検定 を行
う 。 そ の 際 3 齢幼虫 で は 羽化 ま で に 約 7 日 間要す る た め
途中 ス ジ コ ナ マ ダ ラ メ イ ガ卵 を適宜追加す る 。 処理 1 日
ご と に死虫数 と 生存虫 の齢期， 最終的 に は羽化状況 を調
査す る 。 羽化 に対す る 影響 を 見 る だ け な ら ば 5 齢幼虫 で
検定す る 。 そ の場合 は 4�5 日 後 に 羽化 数 を 調査す る 。

0 . 27 l . 00 
。 。。 0 . 00 
0 . 96 l . 00 

(53 . 6) 1 . 23 (37 . 9) 2 . 00 (82 . 4) 

0 . 15 0 . 57 

2 . 12 1 . 00 
l . 36 1 . 14 

000 . 0) 3 . 64 000 . 0) 2 . 71 000 . 0) 

成虫対象で は影響の な か っ た IGR 剤 で 3， 5 齢幼虫対象

に検定 し た と こ ろ 脱皮や羽化 を 著 し く 阻害す る 薬剤が あ

っ た (大野， 未発表) 。
4 野外試験

作物の種類や作型が多様 で あ る た め 画一的 な マ ニ ュ ア
ル を示す こ と は 現段階で は 困難で あ る が， 複数の 同一環
境の小型ハ ウ ス と ， 餌 と な る 被捕食昆虫 お よ び ヒ メ ハ ナ
カ メ ム シ類 を 十分定着 さ せ ら れれ ば試験 は 可能 で あ る 。

筆 者 が イ チ ゴ ハ ウ ス で実施 し た 圃場 で の 試験結果 を

表一2 に 示 す。 エ マ メ ク チ ン 安息香酸塩剤 は 虫体浸漬試
験で は影響があ る 薬剤 で あ っ た が， 圏場試験 で は 散布 7

日 後 に 若齢幼虫 が認 め ら れ， 14 日 後以 降 は 中 ・ 老齢幼
虫が糟加 し ， 大 き な影響 は認め ら れな か っ た 。 ス ピ ノ サ
ド 剤 も 同 様 の 傾 向 で あ っ た が， IGR 剤 の ル フ ェ ヌ ロ ン

剤 は 散布 21 日 後 ま で中 ・ 老齢幼虫が認 め ら れ ず影響が
長期間 に わ た る も の と 推察 さ れ た 。 本試験で は薬剤散布
区 と 無散布区 を 同一ハ ウ ス 内 に 設定 し て お り ， 無散布区
か ら 薬剤 に 曝露 さ れて い な い成虫が飛来す る た め ， 影響
が小 さ く 評価 さ れ る 可能性があ る と 思わ れ る が， 調査 を
幼虫 の齢期別 に 実施す る な ど す れ ば， あ る 程度正確 な影
響の度合い を 知 る こ と は 可能 と 恩わ れ る 。

国 結 果 の 評 価

IOBC の 評価基準 は 補正死 虫 率 な ど で 30% 未 満 が影
響な し ， 30�79%が影響小， 80�99% が影響中， 99% よ
り 大の場合が影響大の 4 段階 に 分類 さ れ る 。 虫体浸漬試

験の結果 は ほ ぼ こ の 基準 で適合で き る と 思わ れ る 。 ま た

一一一 31 一一ー



294 値 物 防 疫 第 54 巻 第 7 号 (2000 年)

残留影響試験 に つ い て は 5 日 未満が短期残留， 5�15 日
が残留小， 16�30 日 未満が残留中， 30 日 以上 が残留大
と 分類 し て い る 。

IOBC の評価方法は室内試験， 拡大室 内試験， 半野外
試験 を経て 野外試験が実施 さ れ る 。 そ れ ぞれの試験段階

で影響 あ り と 判断 さ れた薬剤のみ， 次段階の試験が実施

さ れ る が， 捕食見虫の場合， 捕食行動， 餌探索行動や探
雌行動 な どへの影響の評価法が未確立であ る た め初期段
階 で影響 な し と 判 断 す る の は や や 危 険 で あ る と 思 わ れ
る 。 今後 は こ う し た 行動への影響 な ど の評価 も 確立 し て
い く 必要が あ る と 思わ れ る 。

お わ り に

薬剤 の影響調査 は最終的 に は 圃場試験で行わ れ る べ き
であ る が， 圃場試験で は ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類の密度 を そ
ろ え る こ と や， 一度 に 多数の薬剤 を検定す る こ と は 困難
であ る 。 ま た ， ヨ ー ロ ッ パ で標準化 さ れて い る 方法は特

別 な 試験器具 を使い条件設定 を精密 に行い試験デー タ の

信頼性や再現性 は 高 い と 思わ れ る が， 試験が や や 大掛か
り と な り 次々 と 異 な る 薬剤 の検定 を行 う に は 多 大 な労力
が伴 う o そ れ に比べて筆者が実施 し て い る 方法 は精密 さ

に 欠 け る も の の 試験装置が単純で手軽 に 実施で き る メ リ
ッ ト が あ り ， 多数の薬剤 を検定す る こ と が比較的容易 で

あ る 。 薬剤の天敵類へ の影響 を知 る こ と は ， 天敵類 を い
ち 早 く 現場 に 普及 さ せ る 手段 と し て 最 も 重要 な情報で あ
り ， 今後， 次々 と 新 し い作用機作の薬剤が登場 し て く る
こ と への対応 の た め に も ， 各薬剤 の作用機作 に 応 じ た 正
確な影響評価がで き る 室内検定法 を確立す る こ と が重 要
であ る と 考 え る 。
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浅ヨヨヨ二日
0第 20 回記念 農薬製剤 ・ 施用法 シ ン ポ ジ ウ ム 一新世

紀の植物保護 に 向 け て ー ( 日 本農薬学会農薬製剤 ・ 施
用法研究会主催) 開催 に つ い て

・協賛
農業機械学会， 雑草学会， 日 本化学会， 高分子学会，

粉体工学会， 色材協会， 日 本油化学会， 日 本液体微粒化
学会
・ 日 時

平成 12 年 11 月 9 日 (木) �10 日 (金)
・場所

「徳島 プ リ ン ス ホ テ ル」 徳島市万代町 3-5-1
TEL (088) 624-1120 JP 徳島駅 よ り パ ス 5 分

圃参加費及び申 し込み方法
日 本農薬学会及び協賛学協 会 の 会 員 15 ， 000 円 (研究

会費 10 ， 000 円 + 懇親会費 5 ， 000 円)
上記学会員以外 16 ， 000 円 (研究会費 1 1 ， 000 円 + 懇親

会費 5 ， 000 円)
学 生 5 ， 000 円 (研 究 会 費 2 ， 000 円 十 懇 親 会 費 3 ， 000

円 )
参加 と 発表 の 申 し 込 み は， 7 月 21 日 ま で に 大塚化学

(槻鳴門研究所 小田 原賢児氏へ郵送か FAX で申 し込み
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下 さ い。 折 り 返 し 参加確認 と 振込用紙が送付 さ れ ま す。
宿泊 (徳島 プ リ ン ス ホ テ ル ・ ホ テ ル サ ン ル ー ト 徳島 ・ ホ
テ ル マ ー ス ト ン グ グ リ ー ン ・ ア ル フ ァ ホ テ ル徳島， ホ テ
ル コ ス モ ス へ各 自 で シ ン ポ ジ ウ ム 参加 と し て 予約) ・ 航
空券 ( エ ア ト ラ ベ ル 徳島， Tel. 088-626-2601 ) な ど の
割引 あ り 。
. プ ロ グ ラ ム

9 日 (木) 13 : 00�17 : 30 
. 特別講演

「新世紀 に 向 け て の 農薬製剤 の 展望」 辻 孝三氏
「新世紀 に 向 け て の農薬散布技術の 展望J 園 田 正則氏

・ 技術研究発表 (1 講演当 た り 15�20 分)
・ ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン
- 懇親会 18 : 00�20 : 00 

10 日 (金) 9 : OO� 15  : 00 
. 特別講演

fRecent Trend of Pesticide Formulation and Appli­
cation Technologies in North AmericaJ 

(USA) J amee Hazen 
「四 国 に お け る 野菜病害の 実 用 的薬剤防除j

- 技術研究発表 ( 1 講演当 た り 15�20 分)
・ フ ォ ー ラ ム (海外関連学会等の報告)

金磯泰雄氏


